




マンデルリング四重奏団 25 周年 
 
マンデルリング四重奏団は今年、デビュー25 周年を迎えます。 
メンバーの年齢（1964-1972 生まれ）を考えると、四半世紀という時間に驚かれる

方も少なくないでしょう。しかし 4 人のメンバーのうち 3 人が兄弟で、幼少期より

既に一緒に音楽を奏でていたと聞けば、納得されるのではないでしょうか。 
 
80 年代前半より、ゼバスチャン、ナネッテ、ベルンハルトのシュミット 3 兄弟はも

う一人の女子生徒と一緒に「クアフュルスト（選定侯）・ループレヒト・ギムナジ

ウム四重奏団」いう名前で活動を開始、機会があるごとに演奏していました。出演

の機会が増えるにつれ、本格的な演奏活動を目指す気持ちが生まれます。目標とし

たのは、彼らの指導にあたっていたバルトルディ四重奏団です。卒業とともに新し

い名前が必要になり、1983 年、彼らが練習場として使用していたアーモンド（マン

デル）の木に囲まれたぶどう園跡にちなんで、「マンデルリング四重奏団」という

名前が誕生しました。以来、マンデルリング四重奏団はアメリカ留学の一年を除い

て、活動を続けています。創設以来一度だけメンバーの交代があり、10 年ほど前か

らローランド・グラッスルが新しいヴィオラ奏者としてマンデルリングのメンバー

に加わっています。 
 
活動を始めて 5 年目に録音したシューベルトの《死と乙女》によって注目を集め、

翌年にはハンブルクのエージェント Sudbrack と契約を結びます。それ以降のコン

サートで彼らは若くして名前を知られるようになり、一気にレパートリーを増やし

て輝かしい将来への基礎を固めてゆきます。1991 から 1994 年にかけて出場したコ

ンクール（ミュンヘン ARD 国際音楽コンクール、エヴィアン国際弦楽四重奏コンク

ール、パオロ・ボロチアーニ国際弦楽四重奏コンクール）での受賞により、マンデ

ルリング四重奏団は大コンサートホールでの演奏会を実現させます。その後、マン

デルリングは世界約 50 ヶ国で公演し、今日では国際的な四重奏団のひとつとなって

います。 
 
1997 年に彼らを芸術監督として始まったハムバッハ音楽祭においても、マンデルリ

ング四重奏団の音楽的手腕がいかんなく発揮されており、この国際的音楽祭をあっ

という間に有名にするとともに、世界中から室内楽ファンを集めるようになりまし

た。 
 
豊富なレパートリー・リストを見ただけでも、アンサンブルの多様性がわかります。

音楽市場でも定期的に CD をリリースして存在を主張しており、これまでにベルト

ルト・ゴルトシュミットやジョルジュ・オンスロウなど一風変わったものからスタ

ンダードなものまで、CD20 枚を発表しています。2001 年からは発売が audite 社に

変わり、ヨハネス・ブラームスの弦楽四重奏３曲が出されていますが、これらはい

ずれもデッソフ、ゲルンスハイム、ヘルツォーゲンベルクらブラームスと同時期に

活躍した無名の音楽家の四重奏曲を各１曲ずつ組み合わせたものです。また、シュ

ーベルトの３大弦楽四重奏曲とその初期の四重奏曲を組み合わせた録音も発売され

ています。目下、ショスタコーヴィチの全 15 作にのぼる弦楽四重奏曲に取り組んで

おり、すでに 3 枚の CD が発売されています。 
 



 
プレス 
 
息をのむような名人芸と圧倒的な均質性。最高のカルテット演奏だ 
（南ドイツ新聞） 
 
光と熱気に包まれたパフォーマンス 
（ワシントンポスト） 
 
マンデルリング・カルテットの分析の行き届いた透明な音楽解釈と 
頭のきれるレコーディングチームがまさしく幸福な共生を実現している。 
シューベルトが練り上げた弦楽四重奏の室内楽としての多層性を、マンデルリング

はいわばアコースティックなルーペで末端まで拡大して見せてくれる。 
（フォノ・フォーラム） 
 
 
申し分のないスタイルセンス 
（ニューヨークタイムズ） 
 
 
とにかく圧倒的だ！そこでは音楽的思考と音楽的語りが見事な出会いを果たしてい

る。彼らのシューベルトは信じられないほど現代的で、また内に秘めた情熱を表し

ている。 （ドイツ放送） 
 
4 人の卓越した音楽家による夢のような公演は、熱狂的な拍手喝采の嵐に包まれた。 
（西ドイツ新聞） 
 
彼らのパフォーマンスはまさに模範的だ。完璧な技術、素晴らしい音、作品への確

かな理解、そして音色・雰囲気・表現のニュアンス一つ一つにまで鋭敏に反応して

いる。 
（ストリングス） 
 
このカルテットによる 2 つの作品の演奏はまさにセンセーショナルだ。際立った音

の響きと楽器の独立性が、心を揺り動かす融合をみせる。 
（フランクフルター・アルゲマイネ紙） 
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